



























MATSUMOTO Sonoko：The Situation of the Children and Family in FUTABA Yochien<1900-1916>:By the Analysis 





















　 1 . 児童：氏名，生年月日，入園年月日，保護者との続柄，住所
　 2 . 保護者：族籍，氏名，職業，年齢
　 3 . 児童の状況：入園時，卒業時
　 4 . 卒業後の就学，就職
　　 卒業児の会（毎年 7 月，12月に実施）への参加の有無
　 5 . その他
2 東京の，三田幼稚園（1915），有隣幼稚園（1915），三崎愛の園幼稚園（1917）など。松本
園子「戦前期の社会事業的幼稚園」『淑徳短期大学研究紀要』35号，1996で検討した。

























第1回 1900（明33）年3月 6名 6名 1900年1月開園
第2回 1901（明34）年3月 4名 4名
第3回 1902（明35）年3月 15名 15名
第4回 1903（明36）年3月 11名 11名
第5回 1904（明37）年3月 12名 13名
第6回 1905（明38）年3月 19名 19名
第7回 1906（明39）年3月 10名 10名 1906年3月鮫ケ橋移転
第8回 1907（明40）年3月 18名 18名
第9回 1908（明41）年3月 50名 50名
第10回 1909（明42）年3月 40名 41名
第11回 1910（明43）年3月 40名 42名
第12回 1911（明44）年3月 42名 44名
第13回 1912（明45）年3月 48名 46名
第14回 1913（大2）年3月 名簿欠 37名 1913年5月増築・定員増
第15回 1914（大3）年3月 30名 52名
第16回 1915（大4）年3月 96名 91名





















　第一期　1900年（第 1 回）～1907年（第 8 回）卒業児，特待児　　116人










　卒業児名簿の生年月，入園年月により作成したのが表 2 ， 3 である。入園年齢は，入
園年月と生年月の関係から筆者が算出した。入園は，一般の幼稚園のように， 4 月に一
斉に，ということではなく，必要に応じて空きがあれば許可していた。ただ， 3 月に幼









に移転新築し定員も増加した1906年の入園が多い。1913（大 2 ）年 5 月，保育室等を増
築し定員がさらに増加する。第16回，第17回卒業児はこの時期に入園したものが多いと
思われるが，入園年月の記載漏れが多く，入園年令不明が多い。
　表 3 にみるように，入園年齢は，4 歳（37％）が多く，3 歳（24％），5 歳（18％）と
つづく。少数であるが 2 歳入園もある。二葉幼稚園と同時代の幼稚園入園年齢の一般的
傾向は不明であるが，1940（昭15）年の全国調査によると，入園条件として年齢を定め
ている幼稚園の年齢規定の内訳は， 3 歳から20％， 4 歳から33％， 5 歳から27％，来年
就学児20％であった8。幼稚園令で幼稚園の対象年齢 3 歳以上と定めがあっても，各園の





2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 不明
1900（明33） 33 － 8 16 7 2 － －
1901（明34） 11 2 4 5 － － － －
1902（明35） 11 － 4 6 1 － － －
1903（明36） 12 1 4 5 2 － － －
1904（明37） 16 1 4 8 3 － － －
1905（明38） 21 1 8 8 2 1 － 1
1906（明39） 78 － 23 32 16 4 － 3
1907（明40） 24 － 9 10 5 － － －
1908（明41） 46 － 17 18 10 － － 1
1909（明42） 41 － 18 13 5 5 － －
1910（明43） 33 － － 22 10 1 － －
1911（明44） 17 1 12 2 2 － － －
1912（明45） 4 － 3 1 － － － －
1913（大02） 19 － 4 14 1 － － －
1914（大03） 41 － 2 17 18 2 － 2
1915（大04） 20 － 1 1 7 6 2 3
計
427 6 121 178 89 21 2 10





　 2 歳入園児が 6 人いるが，その家庭状況は卒業児名簿によれば以下の通り。






2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 不明
1 1900（明33） 6 － － － 3 2 － 1
2 1901（明34） 4 － － 1 3 － － －
3 1902（明35） 15 － 2 12 1 － － －
4 1903（明36） 11 － 2 8 － － － 1
5 1904（明37） 12 － 6 3 2 － － 1
6 1905（明38） 19 2 5 9 3 － － －
7 1906（明39） 10 － 3 5 1 1 － －
8 1907（明40） 18 － 2 3 6 4 － 3
特別待遇児 21 1 9 7 1 － － 3
小計
116 3 29 48 20 7 － 9
割合（％） 2.6 25.0 41.4 17.2 6.0 7.8
9 1908（明41） 50 1 3 30 15 － － 1
10 1909（明42） 40 1 19 10 9 － － 1
11 1910（明43） 40 － 12 19 4 5 － －
12 1911（明44） 42 － 18 13 10 1 － －
小計
172 2 52 72 38 6 － 2
割合（％） 1.2 30.2 41.9 22.1 3.5 1.2
13 1912（明45） 48 － 18 23 5 － － 2
14 1913（大2） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
15 1914（大3） 30 － 10 2 － － － 18
16 1915（大4） 96 1 5 28 29 3 － 30
17 1916（大5） 109 － 23 36 12 6 2 30
小計
283 1 56 89 46 9 2 80
割合（％） 0.4 19.8 31.4 16.3 3.2 0.7 28.3
計
571 6 137 209 104 22 2 91
割合（％） 1.1 24 36.6 18.2 3.9 0.4 15.9
注＞二葉幼稚園卒業児名簿により作成。1913年については資料欠
57二葉幼稚園（1900～1916）における園児と家族の状況
　○女児。明治34年 2 月， 2 歳 9 ヶ月で入園。父親は車夫，母親は巻煙草内職。父親は
夜，車を引き昼は家で眠る。 5 人の子どもがあり， 6 畳一室で暮す。
　○男児。明治37年 4 月， 2 歳11ヶ月で入園。父親は車夫，母親の職業の記載がない。
　○男児。明治36年 9 月， 2 歳 5 ヶ月で入園。父死亡，母親は裁縫の賃仕事。
　○女児。明治38年 6 月， 2 歳 9 ヶ月で入園。父親は車夫，母親は巻煙草内職。
　○女児。明治44年 4 月， 2 歳10ヶ月で入園。父親の職業記載無し。母親は草履内職。
　また，卒業児名簿で卒業児としては扱われていないが，明治37年 4 月， 5 歳で入園し










































































職業等 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
車夫 39 33.9 30 17.4 38 13.4 107 18.7
職人 20 17.2 40 23.2 62 21.9 122 21.4
商売 15 12.9 10 5.8 24 8.5 49 8.6
職工 － － 3 1.7 11 3.9 14 2.5
その他職業 26 22.4 65 37.8 88 31.1 179 31.3
職業不明 3 2.6 － － 42 14.8 45 7.9
無職 1 0.9 1 0.6 1 0.4 3 0.5
父不存在 12 10.3 23 13.4 17 6 52 9.1











　「職人」の内容は様々であるが，Ⅰ期では指物（箱，桶含） 5 ，大工 4 ，左官 3 ，畳
2 ，他に石屋手伝，靴，下駄，染物，ブリキ，Ⅱ期では大工 6 ，植木 5 ，左官 4 ，木挽
4 ，瓦 3 ，ブリキ 3 ，鳶 3 ，他に麻裏，石工，桶直し，鍛冶，経師，仕立物，石版摺，
建具，提灯竹削，テント染，馬具，屋根，錺職，Ⅲ期では，大工12，左官12，石工 6 ，
植木 5 ，木挽 5 ，鍛冶 3 ，指物 3 ，建具 3 ，鳶 3 ，瓦 2 ，他に井戸，桶，カバン製造，
木具，屋根，洋服裁縫，錺職，とある。大工，左官など，建設関係の仕事が増加してい
る。
　「商売」はⅠ期では青物（八百屋） 5 ，魚 6 ，荒物 2 ，他に建具，古着，Ⅱ期では魚
3 ，青物（八百屋） 2 ，豆売 2 ，他に汁粉，煮込み，古物，Ⅲ期では青物（八百屋） 6 ，
古物 5 ，豆 3 ，他に青物・薪炭，麻裏取次，うどん，おでん，そば，納豆，単に行商と
いう物，縁日商人，とある。商売は，店を構えているものもあったが，行商が多い。
　「職工」は工場労働者の戦前期の呼称であるが，この時期は未だ少ない。Ⅰ期はゼロ，
Ⅱ期は，印刷局職工，紙タテ（秀英舎），電気職工，各 1 ，Ⅲ期は活版 4 ，造幣 2 ，他に
鉛筆工場，瓦斯工，鉄道員職工，砲兵工廠，煉瓦工（秀英舎）である。12





















消防手 4 ，麹町放水夫 3 ，瓦斯 2 ，電気 2 ，鉄道工夫，水道工夫，下水掃除夫と，近代


























麻裏草履 3 32 37 72
麻糸つなぎ － － 47 47
その他 5 21 20 46
技能職 17 14.7 6 3.5 6 2.1 29 5.1
商売 12 10.3 14 8.1 17 6 43 7.5
職工 1 0.9 6 3.5 6 2.1 13 2.3
その他の職業 13 11.2 22 12.8 30 10.6 65 11.4
職業不明 10 8.6 28 16.3 93 32.9 131 22.9
無職 8 6.9 11 6.4 5 1.8 24 4.2
母親不存在 8 6.9 7 4.1 14 4.9 29 5.1




















と共に汁粉，魚，煮込みの商い計 3 ，母独りは菓子 6 ，縁日商人 2 ，荒物，家体店，納
豆各 1 である。Ⅲ期は父親とともにおでん，うどん，八百屋行商計 3 ，母独りは納豆 7 ，




　「その他の職業」は様々で， 1 期は洗濯 4 ，洋服手伝 2 ，教会掃除人，下宿業，工事手
伝，台所手伝，日比谷公園草取，単に手伝いというもの各 1 である。Ⅱ期は，賃仕事 4 ，
草取 3 ，洗濯 2 ，煉瓦負・煉瓦運び 2 ，パイプ 2 ，糸繰，雑業，師団司令部仕事，自転
車みがき，荷札，奉公，メシヤ各 1 である。Ⅲ期は煉瓦手伝 4 ，外出 4 ，草取・御所草



















父親の状況 内職 技能職 商売 職工 その他 職業不明 無職 不存在
車夫　 39 22 3 － － 4 3 4 3
職人 20 8 3 3 － 2 2 2 －
商売 15 3 3 7 － － 1 1 －
職工 － － － － － － － － －
その他職業 26 12 4 1 1 4 2 2 －
職業不明 3 1 － － － － 2 － －
無職 1 － 1 － － － － － －
父不存在 12 1 3 1 － 2 － － 5
表6－2　父親の状況別母親の状況　Ⅱ期
母親の状況
父親の状況 内職 技能職 商売 職工 その他 職業不明 無職 不存在
車夫 30 18 1 1 1 1 4 3 1
職人 40 18 1 1 － 6 8 4 2
商売 10 2 － 2 1 3 2 － －
職工 3 3 － － － － － － －
その他職業 65 32 3 6 2 5 13 3 1
職業不明 － － － － － － － － －
無職 1 － － － 1 － － － －





年または 4 年で，その上に修業年限 2 ～ 4 年の高等小学校がおかれ（ 8 条），公立小学校
も授業料を徴収した（44条）。公立小学校の不足のために，私立代用小学校が認められ
（35条），東京には多くの代用小学校が存在した。
　1900（明33）年 8 月の小学校令改正で，尋常小学校の修業年限は 4 年に統一され，高
等小学校は 2 ～ 4 年とされた（18条）。公立小学校は原則として授業料を徴収しないこと
となる（57条）。











父親の状況 内職 技能職 商売 職工 その他 職業不明 無職 不存在
車夫 38 24 － 4 － 2 6 1 1
職人 62 31 3 2 2 7 15 1 1
商売 24 5 1 5 － 1 12 － －
職工 11 4 1 1 1 － 3 － 1
その他職業 88 44 1 2 1 9 23 3 5
職業不明 42 3 － 1 － 4 33 － 1
無職 1 1 － － － － － － －









































































18 『東京教育史資料大系』第 6 巻，東京都立教育研究所，1973，p.398「私立誠之小学」
19 同上，第 7 巻，p.330～331，誠之は麹町区の代用小学校のリストに掲載されていない。
20 同上，第 4 巻，1972，p.438～439「成志学校」
21 同上，第 2 巻，1971，p.323「安田学校」





















男 中村4年， 中村高等2年 奉公
1902
（明35） 男 中村4年， 中村高等1年
＊貧困のため1年就
学猶予
女 上六4年， 上六高等2年 家事




男 番町4年 麹町高等2年 大工
女 中村　1年 家で子守，煙草工場
男 麹町4年　 印刷屋






































































































　第 1 回卒業（1900年 3 月）の 6 人の状況は以下のとおりである。
　①　 6 歳 9 ヶ月で入園した男児。 4 月に中村学校へ入学。在学 3 年の後，活版屋，床
屋に奉公。その後，活版所に。
　②　 6 歳で入園した男児。 4 月に中村学校に入学。 1 年で退学，乞食をするという，
行方不明。卒業後も毎年クリスマスの時には来た。
























　⑤　 5 歳 5 ヶ月で入園した女児。知識の発達もよく入学するに差し支えないほどに
なっていたが 4 月には就学年齢の 6 歳に「三ケ月不足ノ為入学ヲ得ス」，ひきつづき在園
し，1900年 9 月退園し誠之学校に入学した。当時は，満 6 歳をもって就学ということで，
4 月入学ではない場合もあったようだ。その後中村学校に移り，1903年末には中村学校




















鮫橋小 その他公立 私立 校名不明
1908
（明41）
50 41 8 1 － －
% 82.0 16.0  2.0 － －
1909
（明42）
40 30 9 － － 1
% 75.0 22.5 － － 2.5
1910
（明43）
40 27 7 － 1 5
%  67.5 17.5 － 2.5 12.5
1911
（明44）
42 24 6 － － 12






て，1908年 3 月卒業児については小学校 4 年までの在籍が確認されているが，その後の
状況は不明である。全国的にも，明治末には就学率が98.2％まで向上しており，二葉の
卒業児もおそらく多くが当時の義務教育 6 年を全うできたであろう。しかし，詳しい確
認は今後の課題である。
　Ⅲ期卒業児名簿には，卒業後についての記載はない。鮫ケ橋時代後期の卒業児のその
後については，別の方法で検討しなければならない。
おわりに
　本稿で分析対象とした「二葉幼稚園卒業児名簿」は，二葉幼稚園・保育園に関する先
行研究でとりあげられたことのない一次史料である。本稿では，本史料の読み込み，整
理，分析に主眼をおき，今後の研究にむけての基礎作業とした。したがって，ここで結
論的なまとめを述べることは差し控えたい。
　卒業児名簿は，毎年公刊され，主として野口幽香が執筆した二葉幼稚園年報の資料と
しても利用されたであろう。園児と家族の状況について，年報の記述との比較検討が必
要であるが，それは今後の課題とする。また，背景となる当時の社会・経済状況との関
係で史料の内容を検討しなければならないが，それも今後すすめたい。
　社会福祉法人二葉保育園前理事長梅森公代氏，現理事長遠藤久江氏には，卒業児名簿
を含め二葉保育園所蔵の貴重な史料の閲覧・利用を許可し，種々の便宜を図っていただ
いた。記して感謝申し上げる。
まつもと　そのこ（児童福祉史）
